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～航空機ビジネスの長期的展望とグローバルな連携～
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１．開催日時 平成30年11月22日（木） １４：００～１７：００（13:15開場）

２．場 所 ビッグパレットふくしま（福島県郡山市南二丁目52番地）

３．定 員 7０名

４．次 第

①開会 東経連ビジネスセンター会長 向田吉広

②基調講演（講演各35分＋質疑応答各5分）

１．「航空機の世界市場と業界構造のゆくえ～日本の目指すべき道」

三菱重工業株式会社民間機セグメント企画管理部

マネージングエキスパート 伊藤一彦様

２．「航空宇宙産業と東北地区」（予定）

東北大学大学院工学研究科航空宇宙工学教授

澤田恵介先生

＝休憩＝

③企業講演 （講演各30分＋質疑応答各5分）

1. 「海外ビジネスの取組み」

菅澤製機株式会社 代表取締役 長谷川俊明様

２．「企業連携による一貫生産体制、海外展示会の活用」

株式会社山之内製作所 代表取締役社長 山内慶次郎様

④名刺交換会 （15分、事務連絡、企業間交流、マッチング）

2017年の航空機の世界市場規模は50兆円、日本は1.7兆円と言われています。航空機運航
機数は、アジア地域を中心とした人口の増加を背景に、20年後には現在の2.4万機から年率
2.7%で拡大し約4万機(1.8倍)になると予測されております。
東北地域では、これまで、東北航空宇宙産業研究会を核として、東北各県の研究会が連

携しながら、川下企業とのマッチング等を展開してきました。それにより、2011年から
2018年の間にJISQ9100取得企業の数が16社から53社（3.3倍）に増加しています。
東経連ビジネスセンターでは、東北の産学官金の役割分担のもと、企業同士が連携した、

航空機のモジュールの一貫生産体制づくりや、海外展開支援に取り組んでゆきます。
2019年6月には、複数の東北企業の参加の下、世界最大の航空宇宙産業展示会“パリエア
ショー”への東北ブースの出展を行います。
航空機産業は長期的な経営戦略の下、人材教育、先行投資など参入障壁が高い一方、取

組みが実現すると技術力、品質管理能力、財務体質などが高いレベルにあることが認めら
れ、信用力アップにつながり、他の分野でのビジネス拡大にも寄与すると言われています。
本年は航空機産業に注目し、世界市場の動向を踏まえたモジュールの一貫生産体制の構

築や海外展開の可能性にスポットを当て、知見と経験を有する講師陣をお招きしました。
席数に限りがある為事前に申し込み登録をお願いいたします。申し込み方法 次項参照。

参加無料
事前
登録制

http://tokeiren-bc.jp/

別紙２


